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成果の概要 
／博士後期課程 3 年 菊川 寛史  

第 105 回アメリカ油化学会年次集会 
会期：2014/05/04 ~ 2014/05/07 
於：アメリカ合衆国テキサス州サンアントニオ市 
発表日時：2014/05/07 11:20 ~ 11:40 （口頭発表） 
英題：Characterization of a trifunctional fatty acid desaturase from oleaginous filamentous 

fungus Mortierella alpina 1S-4 using a yeast expression system 
和題：酵母発現系を用いた油脂生産性糸状菌 Mortierella alpina 1S-4 由来三機能性脂肪酸不飽

和化酵素の機能性評価 
 
 私は今回、貴財団の「国際研究集会発表助成・若手」の助成の元、アメリカ合衆国テキサス州

サンアントニオ市で自身初となる国際研究集会での発表を経験させていただいた。今回の渡航行

程としては、日本時間 5 月 3 日朝に伊丹空港を発ち、成田国際空港およびシカゴ・オヘア国際空

港を経由して現地時間の 5 月 3 日夜にテキサス州サンアントニオ市に到着した。翌日 5 月 4 日の

レセプション・セレモニー、5 月 5 日 ~ 5 月 7 日の本会に参加し、情報収集・研究者間交流・自

身の研究発表を行った。現地時間の 5 月 8 日朝にサンアントニオ国際空港を発ちシカゴ・オヘア

国際空港及び成田国際空港を経由し、日本時間 5 月 9 日夜に伊丹空港に到着した。 
 今回、アメリカ油化学会の会場となったテキサス州サンアントニオ市は、街としての歴史も長

く、アメリカ有数の観光都市でもあるため開発が行きとどいており、大規模な集会を開催するに

あたって申し分のない程、施設の充実した都市であった。また、気温も日本の夏ほどではあるが、

湿気が少なく気温ほどは暑くない、非常に過ごしやすい気候であったため、快適に研究集会に参

加することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１．市街の River walk。                 写真２．会場のコンベンションセンター 
 

会期中は、日本人研究者・外国人研究者および大学・国立研究所・企業を問わず、数々の研究

者と情報交換・名刺交換し交流を行った。一例をあげれば、日本人研究者では東北大学・北海道

大学・札幌医科大学・佐賀大学・花王株式会社・協和発酵バイオ株式会社の方々と、外国人研究



者ではジョージア大学（アメリカ）・カーディフ大学（イギリス、ウェールズ）・アメリカ農務省

の方々と交流・情報交換を行った。 
 
【発表内容】 
 私 は 、「 Characterization of a trifunctional fatty acid desaturase from oleaginous 
filamentous fungus Mortierella alpina 1S-4 using a yeast expression system. [酵母発現系を用

いた油脂生産性糸状菌 Mortierella alpina 1S-4 由来三機能性脂肪酸不飽和化酵素の機能性評

価] 」というタイトルで口頭発表を行いました。私が研究対象としている糸状菌 Mortierella 
alpina 1S-4 は、菌体重量の半分以上を油脂で占めているという、超肥満性質を持つユニークな

微生物です。さらに、本菌株はその油脂の成分として著量の不飽和脂肪酸を蓄積している。不飽

和脂肪酸とは、構造内部に炭素‐炭素二重結合を多数持つ脂肪酸であり、植物油や魚油に多く含

まれている。これら不飽和脂肪酸は一般に体に良い効果を持つことが知られており、近年では特

にエイコサペンタエン酸（EPA）やドコサヘキサエン酸（DHA）などが健康食品や医薬品・医

薬原料として利用され、需要が拡大している。本研究では、M. alpina 1S-4 の EPA 生合成の鍵

となる酵素、オメガ 3 不飽和化酵素をコードする遺伝子を酵母 Saccharomyces cerevisiae で発

現させ、酵母内部で基質を反応させることにより酵素としての機能および性質を解析した。私の

発表に関して、不飽和化酵素研究の代表的な研究者である、イギリス・カーディフ大学のジョン・

ハーウッド博士に質疑と研究アドバイスをいただいた。また、アメリカ農務省のロバート・モロ

ー博士に参考文献の紹介を行うなど、活発に意見交換を行った。 
 
 今回は私にとって初めての海外での国際研究集会であり、英語のみでの発表・コミュニケーシ

ョンをする初めての機会でした。研究内容・口語的な英語表現・日常英会話と、どれをとっても

初めてでうまくいかず、もっと英語を喋れれば…と英語力の必要性と自身の未熟さを痛感した集

会となった。次回には、更に国外研究者の輪に飛び込んでいけるようになっていることを約束し

たい。 
 
 このような発表の場、多国の研究者との繋がりの場、また英語力向上にむけた第一歩を踏み出

すきっかけを与えていただいた貴財団に厚く御礼申し上げます。 


